
−　　−20



無回答

3.3％

働いて

いる

56.0％

働いて

いない

40.7％

自分の自由になるお金がほしい（レ

ジャー・娯楽費用など）

生計を維持するため

老後の蓄え

技術・知識を身につけ生かすため

交友関係を広げるため

働くことは当たり前だから

社会に役立ちたい

時間的に余裕があるから

今の仕事が好きだから

家業（自営業であるから）

その他

わからない

無回答
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昇進、教育訓練などに男女の差別的扱いが無くなって

きている

結婚・出産退職の慣行がない

「男は仕事、女は家庭」という社会通念が変化してきて

いる

家族の理解・協力が得やすい

その他

無回答

育児施設が十分整備されている

労働条件が整っている

能力発揮の場が多い

働き場が多い
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昇給・昇進・昇格・教育訓練などの機会が男女で異なっ

ている

配置・転勤・異動が多い

産休・育児休暇が無い、またはとれる雰囲気ではない

結婚・出産退職の慣行がある

上司や同僚によるセクシャル・ハラスメント（嫌がらせ）

がある

その他

無回答

長期間労働、あるいは深夜業務など、条件的に不利な

ことがある

「男は主務、女は補助職」という傾向がある

採用の条件で年齢制限や資格の有無などで働く場が

限られている
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結婚出産後は家事・育児に専念

し、子どもの手が離れたら家庭

に影響を与えない程度に働く方

がよい

結婚出産後は家事・育児に専念

し、子どもの手が離れたらもとの

ように働く方がよい

結婚出産後は家庭に影響を与

えない程度に働き続ける方がよ

い

結婚や出産にかかわりなく働き

続ける方がよい

わからない

結婚出産まで働き、その後は家

事や育児に専念した方がよい

女性は家事・育児に専念した方

がよい
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男性自身の抵抗感をなくすこと

女性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケー

ションをよくはかること

年配者やまわりの人が、役割

分担などについての夫婦の考

え方を尊重すること

社会の中で、男性が行う家事な

どについての評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普

及することで、仕事以外の時間

をより多く持てるようにすること

男性の家事などに関心を高め

るよう啓発を行ったり、研修など

により家事などの技能を高める

こと

男性の子育てなどの仲間（ネッ

トワーク）づくりを進めること

特に必要なことはない

その他

無回答

家庭と仕事の両立などについ

て、男性が相談しやすい窓口を

設けること
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男性自身の抵抗感をなくすこと

その他

女性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケ

ーションをよくはかること

年配者やまわりの人が、役割

分担などについての夫婦の考

え方を尊重すること

社会の中で、男性が行う家事

などについての評価を高める

こと

労働時間短縮や休暇制度を普

及することで、仕事以外の時

間をより多く持てるようにする

こと

男性の家事などに関心を高め

るよう啓発を行ったり、研修な

どにより家事などの技能を高

めること

男性の子育てなどの仲間（ネッ

トワーク）づくりを進めること

家庭と仕事の両立などについ

て、男性が相談しやすい窓口

を設けること

特に必要なことはない
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他に子育てや介護をする者がいな

い場合は、とることもやむを得ない

家族として当然である

子育てや介護は女性が適している

と思うので、男性がとる必要はない

男性がとるのは体裁が悪い

無回答

家族として当然である

他に子育てや介護をする者が

いない場合は、とることもやむ

を得ない

子育てや介護は女性が適して

いると思うので、男性がとる必

要はない

男性がとるのは体裁が悪い
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家族として当然である

他に子育てや介護をする者が

いない場合は、とることもやむ

を得ない

子育てや介護は女性が適して

いると思うので、男性がとる必

要はない

男性がとるのは体裁が悪い
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